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■大学の授業を開放します 

―弘学オープンカレッジへのご招待― 

 

大学の使命は教育研究ですが、もう一つ、社会貢献があります。 

大学の「知」が社会に活かされてこそはじめて大学の使命が果たされるのです。 

日本は現在、「地方創成」が謳われ、地域主義、地域の活性化が重要な課題となっています。この北国に在る

本学も、持てる「大学の知」を、この地域社会の充実・発展に資することができればと、すべての皆さんに開

放し、有効活用していただきたいと願っております。 

  では、その大学の「知」とは何でしょうか。弘前学院大学ではどんな講義が行われているのでしょうか。弘

前学院大学は小さいながらも、文学部（英語・英米文学科、日本語・日本文学科）、社会福祉学部、看護学部

の３学部を擁し、地域の課題に応えられる分野の教育研究が行われており、各学部の特性に応じた幅広く興味

深い講義が展開されています。訪問型の「公開講座」と来校型の「開放講義」の２つを用意しておりますので、

是非お聴きください。お待ちしております。 

              
弘前学院大学 学長 

                藁科 勝之 
 

■「公開講座」と「開放講義」 

○「公開講座」 

  弘前学院大学（以下、「本学」といいます）の行う講師派遣事業の通称です。学校教育機関における各種

イベント、職場の研究会・研修会、市民サークルの会合などに、本学教員を講師として派遣する事業です。

詳細はこのパンフレット「２．公開講座」をご覧ください。 

○「開放講義」 

また、本学では、地域の皆さんに通常の講義を学生と一緒に受講して頂く「開放講義」も実施しています。

詳細は、本学のホームページ(http://www.hirogaku-u.ac.jp)をご覧いただくか、本学までお問い合わせく

ださい。 

１．は じ め に 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

■文学部 

講師名 ：井上 諭一 

テーマ① 文学としてのマンガ 

概要 文学作品として現代のマンガを読む試みです。この中には 2種類の区別がありま

す。 

 

（１） 「原作」「原案」があるもの。 

これらを取り上げる場合は、「原作」との対比、という面が強くなります。 

例；ゆうきまさみ／カサハラテツロー「アトム ザ・ビギニング」 

⇒ 「原作」「原案」は、手塚治虫「鉄腕アトム」、関連する先行作品に浦沢直樹 

「PLUTO」など。【特に「人工知能」（AI）の問題に焦点を当てて読みます】 

原泰久「キングダム」(2006～連載中) 

⇒ 「原作」「原案」は、司馬遷「史記」、劉向「戦国策」など。関連する作品と

して王欣太「達人伝―9万里を風に乗り−」など。【戦争、LGBTQ+などの

問題に焦点を当てて読みます】 

 

 

（２） 特に「原作」といえるものがなく、ほぼオリジナルストーリーで、文化史的・ 

芸術史的に重要なもの。 

例；野田サトル「ゴールデンカムイ」(2014～連載中) 

吉田秋生「海街 diary」(2006～2018) 

かわぐちかいじ「空母いぶき GREAT GAME」(2020～連載中) 

 

対象等 主に高校生。一般の方々にも。 

 

テーマ② 現代日本文学を読む 

概要 世界有数のソフトパワーとされる現代日本文学ですが、なんとなく難解そうでな

かなか手を伸ばせないという方も多いのではないでしょうか。「作者の思想」などの

前世紀的考え方を離れて、別の角度から読んでみると、案外簡単に、かつ面白く読

めたりするのです。たとえば、こういう小説を、ちょっとアクロバティックに読ん

でみませんか？ 

例；佐藤正午「月の満ち欠け」2017 

    高橋弘希「送り火」2018 

    宇佐見りん「推し、燃ゆ」2021 

 

対象等 主に一般の方々。高校生にも。 
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講師名 ：井上 裕太 

テーマ① 野球の歴史 

概要 野球は 1872 年に日本へ伝来して以降、娯楽として定着し、今では人気スポーツの

１つとなっています。その歴史を振り返ると、教育制度や戦争など、社会と密接に

関わっていることが見えてきます。「野球」というフィルターを通し、日本の歴史に

ついて考えてみましょう。 

対象等 高校生または一般の方 

 

テーマ② 流行歌と時代背景 

概要 明治期から現在に至るまでの音楽文化について、流行歌という側面からその変遷

を辿ると、社会的背景が浮き彫りになります。年代ごとにどのような特徴が見えて

くるでしょうか。 

また、音楽界では、淡谷のり子、上原げんとをはじめ、多くの青森県出身者が活

躍してきました。青森の風土と彼らの音楽には、どのような関連性があるでしょう

か。 

「流行歌」というフィルターを通し、日本の歴史、青森の歴史について考えてみ

ましょう。 

対象等 高校生または一般の方 

 

 

講師名 ：Edward Forsythe  

テーマ① Learning English using Technology 

英語学習でのテクノロジーの使い方 

概要 英語を学ぶときにテクノロジーを使えばとても充実した勉強ができます。スマー

トフォンアプリやウェブサイトで英語の4スキルを練習できます。この講座でリス

ニング、リーディングとライティング練習のウェブサイトと、会話パートナーの探

し方について発表します。 

対象等 高校生や市民など 

 

テーマ② American Indian Cultures 

アメリカンインディアンの文化 

概要 様々なアメリカンインディアン文化について説明します。特に色々な民族の違い

や衣類のスタイル、ダンス、民族の言語と話芸について説明します。参加者がアメ

リカンインディアンの言語を使って自分の話を作る経験もできます。発表者はアメ

リカンインディアンダンスの衣装で講演することができます。 

対象等 高校生や市民など 

 

 

 

 



 

 

テーマ③ English to Support Tourism 

英語で観光客の対応 

概要 青森県を訪れる外国人観光客の増加に備え、英語対応に力を入れたいと考えている

方向けに、外国人観光客とのコミュニケーションを向上させるために、営業資料や

PR 資料をどのようにアレンジすればよいかを提案します。また、本学の地域貢献

活動の一環として、地域団体への英語資料に関する具体的なアドバイスや支援も行

っています。         

 

対象等 青森県の地域団体や市民など 

 

テーマ④ How Secret Codes Work 

暗号のつくり方 

概要 何百年前から色々な国と人は秘密を伝えるために暗号を使いました。この講座で

現在の暗号の作り方と使い方を説明します。参加者は暗号の作り方3つを経験でき

ます。 

対象等 高校生や市民など 

 

テーマ⑤ Hidden Aspects of Russo-Japanese Relations 

日露外交の隠れた側面 

概要 日本とロシアは近隣諸国ですが、昔から外交関係で争ってきました。この講座は

日露の歴史を説明してから、現在そして未来の日露外交について話します。発表者

はアメリカ海軍でロシア語の通訳経験を豊富に持ちます。その経験に基づいて、ロ

シアの国と国民についても話します。 

対象等 高校生や市民など 

 

テーマ⑥ Giving Presentations in English 

英語での発表のやり方 

概要   現在のビジネスでは英語でプレゼンテーションをしなけれ 

ばならないことがよくあります。この講座で発表によく使う英語の語句を練習し、

内容の伝え方とスライドの作り方を分かりやすく説明します。最後に短い英語のプ

レゼンテーションの練習をします。 

対象等 主に高校生。一般の方々にも。 

 

テーマ⑦ Team Teaching in English Classes with ALTs  

ALT とのティームティーチングの仕方を学ぶ 

概要 小中高の英語の授業ではALTと JTEがスムーズなコラボレーションが必要とな

ります。これをやるように、事前準備と指導案の使い方について議論します。ティ

ームティーチングを上手くできるように色々な点を提案します。最後にティームテ

ィーチングに使える指導案を作ります。 

対象等 小中高の教員とALTの方 



 

 

○講師名 ：鎌田 学  

テーマ① 哲学者たちはこう語った―高校生のための「生き方」入門 

概要 西洋の哲学者たちは、それぞれ個性的な、インパクトのある言葉で人生の意味に

ついて語っています。現代に生きる私たちにとって、人生を考える指針となり得る

ような言葉です。この講座では、古代ギリシア時代から現代までの哲学者を幅広く

取り上げ、彼らの言葉をひもときます。 

対象等 高校生、一般の方 

 

テーマ② はやりの J－POP を＜読む＞ 

概要 今はやりのJ－POP数曲を取り上げ、その前景と背景にある＜物語＞を読み取り、

解釈します。それらに共通している「考え方」、「感じ方」はあるのでしょうか？

あるとすれば、それは「J」＝日本的でしょうか？  

対象等 高校生 

 

テーマ③ アニメ映画を社会・文化論的に深掘りする！ 

概要 世界中にファンをもつディズニー映画をはじめ、日本が産み出した多くの名作を

社会論と文化論の観点から読み解きます。取り上げる作品例は以下の通りです。 

 

「ポカホンタス」(1995年) 

「GHOST IN THE SHELL/攻殻機動隊」（1995年） 

「雲のむこう、約束の場所」（2004年） 

「PSYCHO-PASS サイコパス」（2015年） 

 

対象等 高校生 

 

 

講師名 ：川浪 亜弥子  

テーマ① Shakespeare の名言から学ぼう！ 

概要 Shakespeareは４００年以上も前の時代に活躍したイギリスの劇作家です。４

００年余りを経た今でも、偉人の名言という項目でネットを調べてみると

Shakespeareの名が筆頭に出てきます。この講座では、Shakespeareが残した名

言とされるものをいくつか取り上げ、どのような文脈で使われているのか、また現

代の私たちにそれらの言葉はどのような形で生きてくるのかを考えます。そして最

後にそれらの言葉を暗記しましょう。 

対象等 高校生 

 

テーマ② 文学と映画 

概要 欧米の文学作品を映画化したものをいくつか挙げ、オリジナルの文学作品と映画

作品の比較を通して、そこにあらたに盛り込まれた時代の諸相を考えます。 

対象等 高校生 



 

 

テーマ③ British Rock を考える 

概要 この講座ではイギリスのロックミュージックの楽曲をいくつか取り上げて、イギ

リスの文化を覗いてみたいと思います。まず、歌詞の意味や英語の使い方を見て行

きます。さらに、その曲が書かれた社会的状況や時代的背景も合わせて考えていき

ます。最後に一緒に歌えるようになるといいですね。 

対象等 高校生 

 

 

講師名 ：志喜屋カロリーナ 

テーマ 日本語教師の資格を取って世界へ行こう。―身近な地域貢献から― 

概要 海外で日本語を学ぶ人が増えています。それに伴い、日本語を教える人が足りて 

いません。東北地方や世界で活躍する日本語教師の働き方を紹介し、言語学・音声 

学・教育法などの様々な分野の観点から、日本語教育を概観していきます。 

質問などもお気軽に。 

対象等 少しでも興味のある方ならどなたでも 

 

 

講師名 ：Steven MacWhinnie  

テーマ① Learning and communicating with AI 

AIと共に成長する：学習とコミュニケーションの新時代 

概要 AI is revolutionizing not just industry and major corporations, but also 

education and business communications by providing easily 

accessible language manipulation tools. This lecture begins by 

explaining recent developments in AI technology, followed by practical 

demonstrations of how AI can be used to facilitate learning and 

communication. Finally, the lecture will discuss some of the ethical 

concerns surrounding AI as it continues to develop. 

 

（AI は産業や大企業だけでなく、教育やビジネスコミュニケーションにおいても革

命を起こしています。簡単にアクセスできる言語操作ツールを提供することで

実現しています。この講義では、AI 技術の最近の発展について説明すること

から始まり、学習やコミュニケーションを促進するために AI をどのように使

用できるかについての実践的なデモンストレーションが続きます。最後に、

AI が今後も発展し続ける中で生じる倫理的な懸念について議論します。） 

 

言語：英語または日本語 

対象等 高校生または一般の方 

 

 

 

 



 

 

テーマ② Global Mindsets: Thinking cross culturally 

グローバルマインドセット：異文化の理解 

概要 Being able to think critically about topics is increasingly important in our 

increasingly global world. Being able to approach any problem or issue with 

an understanding of a variety of cultures can lead to richer, more effective 

solutions. This lecture explores ideas about culture and what can be 

learned from understanding cultural differences. 

 

（ある話題について批判的に考えられることは、グローバル化の世界においてますま

す重要になっています。さまざまな文化を理解しながら、問題に取り組むことができ

れば、より豊かで効果的な解決策につながる可能性があります。この講義では、文化

とは何か、世界の文化の違いを理解することから何を学ぶことができるかを探りま

す。） 

 

言語：英語または日本語 

対象等 高校生または一般の方 

 

テーマ③ History of the English language 

英語の歴史 

概要 English has become the lingua franca. It is the language that is used 

around the world for communication in business, science, and 

technological development. However, English did not always have such an 

esteemed position in the world. This lecture maps the development of the 

English language to become the indispensable communication tool of 

today.  

 

（英語が世界の共通語になりました。ビジネス、科学、そして技術開発におけるコ

ミュニケーションのために世界中で使われている言語です。しかし、英語は世界で

昔からそのような尊敬される立場を持っていませんでした。この講義では、現在の

コミュニケーションツールになるための英語の発展について説明します。） 

 

言語：英語または日本語 

対象等 高校生または一般の方 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

テーマ④ Making presentations in English 

英語でプレゼンテーション! 

概要 Whether it be for business or academics, being able to make effective 

presentations in English is a necessary skill. This presentation discusses 

ways to make effect presentations in English, from the use of set structures 

to move a presentation, to the way that body language can support the 

presentation.  

 

（ビジネスであろうと学術であろうと、英語で効果的なプレゼンテーションをできる

ことは必要なスキルです。 このプレゼンテーションでは、プレゼンテーションをす

るためのストラクチャーから、ボディランゲージをする方法まで、英語で効果的にプ

レゼンテーションを行う方法について説明します。） 

 

言語：英語または日本語 

対象等 高校生または一般の方 

 

 

講師名 ：畠山 篤 

テーマ① 地域文化の発掘と発信 

概要記載欄 ① 山伏神楽の「鐘巻」（宗教的なジェンダー）・「蕨折」（老人の恋）などの鑑賞。        

②津軽地方の鬼（大人）伝承の特質。       

③東アジアのなかの安寿姫（岩木山の神）伝承の特質。 

対象等 高校生あるいは一般の方 

 

テーマ② 古事記・万葉集の解釈と鑑賞 

概要 ① 古事記の色好み伝承の特質。  

② 万葉集の「紫」の歌の発想。 

対象等 高校生あるいは一般の方 

 

■社会福祉学部 

 

講師名 ：石田 和男 

テーマ 少子化を止めた国―フランス事情― 

概要 少子化対策先進国フランスの歴史的経過をたどりながら、数々の困難を乗り越

え、世界一の出生率を誇る国に変わって行った様子を探っていきます。 

対象等 高校生 

 

 

 



 

 

講師名 ：小川 幸裕 

テーマ① 対人援助とコミュニケーション 

概要 人を支える仕事をする上で人とうまくかかわる力がなければ、相手への思いがい

くら強くても苦しみや悲しみを理解し、やわらげることは難しいものです。本講座

では、日常生活に困難を抱える人へのまなざしを学ぶとともに、「伝える技術」と「聴

く技術」を体験します。 

対象等 高校生あるいは一般の方 

参加型の講座のため受講人数は 40 名程度でお願いします。 

 

テーマ② 日常業務に活かせるスーパービジョン 

概要 対人援助の職場において人材育成は重要な課題となっています。対人援助職が支援

の質を向上しながら働き続けるためには、スーパービジョンの理解と技術の習得がと

ても大切です。本講座では、演習をとおして日常業務に活かすことができる実践的な

スーパービジョンを学びます。 

対象等 高校生あるいは一般の方 

参加型の講座のため受講人数は 40 名程度でお願いします。 

 

 

講師名 ：駒ヶ嶺 裕子 

テーマ① 聴き上手になろう ―傾聴力を磨く― 

概要  傾聴とは、相手の話に耳を傾けて熱心に聴くことを指します。近年の状況から、誰か

に理解されたい、認められたい、肯定されたいという人が増えているようです。そこで

本講座では、話をする側が心地よく、この人に打ち明けてみたいと気持ちを湧かせる≪

傾聴力≫を学びましょう。 

対象等 高校生、社会人（対人援助の専門職） 

おおよそ３０人程度でお願いします。 

 

テーマ② 心をアートで表現する（自己理解） 

概要 本講座は 、自己の心（さまざまな感情）を絵画で表現することで、 自分の置かれて

いる現状や行動を客観的に見つめることを目的としています。さらに自己と他者の違い

を理解するためにグループ形式で行います。  

対象等 高校生、社会人（対人援助の専門職） 

おおよそ３０人程度でお願いします。 

クレヨンまたは色鉛筆を人数分の準備をお願います。 

 

 

 

 

 



 

 

講師名 ：西東 克介 

テーマ① 18 歳選挙権と請願権 

概要 日本国憲法第 16 条には、国籍と年齢に関わらず、誰もが議会や行政に対して発

言できる権利が保障されています。他方、18 歳選挙権は、日本国籍と 18 歳とい

う条件が必要です。双方の共通する、また異なる意義について考えます。 

対象等 高校生あるいは一般の方 

 

テーマ② いじめ問題と集団主義文化(KY) 

概要 我が国では、学校教育や企業など、あらゆる組織で集団主義文化による慣習・規

則が根ついています。学校教育では、小学校 1 年次から集団重視の教育が行われま

す。この文化には、平均的な能力を向上させるにはプラスとなりますが、いじめ問

題に見られるように多数派が少数派を排除してしまうというマイナス面がありま

す。いじめ問題に絡めて、集団主義文化のプラス面とマイナス面を考えます。 

対象等 高校生あるいは一般の方 

 

テーマ③ 学級カーストとそうじ 

概要 学級カーストは、学級内のマイナス集団主義文化が根づいた状態をいいます。こ

れが根づくとそう簡単には壊れません。しかし、根づきにくい方法が一つあり、学

校で毎日行う掃除を担任・副担任が観察することです。そうじを生徒任せにしてい

る学級で学級カーストが発生しやすくなります。その理由について考えてみます。 

対象等 高校生あるいは一般の方 

 

テーマ④ うわさと集団主義文化(KY) 

概要 「人の不幸は蜜の味」といわれるように、他人のマイナス面のうわさは瞬く間に

広がります。この噂は、顧人主義文化の弱い我が国では広まりやすくなります。学

校のみならず、あらゆる組織、集団、グループでうわさが固定化されると、これを

改めるには、人間の大変なエネルギーが必要となります。いじめと差別の問題を考

えると、わかりやすくなります。 

対象等 高校生あるいは一般の方 

 

テーマ⑤ ソーシャル・ネットワーク(SNS)のうわさは本当か 

概要 うわさにも口コミといわれる(飲食店の)味や、医療についてはどちらかといえ

ば、プラスの情報が多く、しかも実際に自分で確かめられるものもあります。他

方で、マイナスのうわさは確かめられないものが多い傾向にあります。にもかか

わらず、思い込んでしまう人間もいることから、思い込みのプラスとマイナスに

ついて考えます。 

対象等 高校生あるいは一般の方 

 

 

 



 

 

講師名 ：高橋 和幸 

テーマ① 人を助けること ～福祉の仕事のやりがい～ 

概要 現代社会では少子高齢化、核家族化、人間関係の希薄化などが進展しており、

問題を抱えた家族が発生しがちです。複雑化する社会の中で、福祉に対する国民

の期待は高まるばかりです。講座では、福祉サービスを必要とする対象が広がっ

ていることを学ぶと共に、これらの領域でどのような社会福祉専門職の活躍が見

られるかについても紹介します。受講を機会に、福祉に興味を持って頂ければ幸

いです。 

対象等 高校 1,2 年生向け、進路決定に向けた情報提供です。 

 

テーマ② 雪国らしいボランティア ～除雪ボランティアの魅力～ 

概要 豪雪地域に暮らす除雪に困難さを抱える高齢者世帯の数が増加する中で、除雪

ボランティアへの期待が高まりつつあります。除雪ボランティアを実践すること

で達成感、思いやりの心を育む、人間関係が広がるといった効果も期待できます。

雪国で暮らすことに暗いイメージを持つのではなく、雪を介して交流が生まれる

と前向きに捉えられるよう「除雪ボランティアの魅力」をお話します。 

対象等 高校生 

 

 

講師名 ：藤岡 真之 

テーマ 新しい消費スタイルについて考える 

概要 社会が成熟するにつれて新たな消費スタイルが模索されています。フェアトレ

ード、エコ消費、エシカル消費、クラフト消費などといった環境、社会、コミュ

ニティを重視する新たな消費スタイルについて、海外における先進的な事例も交

えながら考えていきます。 

対象等 高校生以上 

 

 

講師名 ：丸山 龍太 

テーマ① 生活保護担当ソーシャルワーカーの仕事 

概要 最後の安全網と呼ばれる生活保護は、社会保障でも最重要となる制度です。こ

の生活保護を担当するソーシャルワーカーの仕事を見ながら社会保障の理解を図

ります。 

対象等 高校生 

資料データを用意しますので、開催校にて人数分の印刷をお願いいたします。 

 

 

 

 

 



 

 

テーマ② 社会福祉士とは? ～生活を支える力もち～ 

概要 人々の生活をお手伝いするプロフェッショナル、それが社会福祉士です。でも、

具体的なプロの仕事を知らない人が多いのでは? 仕事を見ながら社会福祉士の理

解を深めましょう。 

対象等 高校生 

資料データを用意しますので、開催校にて人数分の印刷をお願いいたします。 

 

 

講師名 ：棟方 達也 

テーマ① オリンピックを知る 

概要 オリンピックについて、歴史、制度、記録などの視点から探ってみましょう。 

対象等 高校生 

 

テーマ② ドーピングを知る 

概要  近年のドーピングの実態（事例、規定、防止対策、検査方法）を知り、ドーピン

グがスポーツの存在意義に関わる重大問題であることを認識する。 

対象等 高校生 

 

■看護学部 

 

講師名 ：井澤 美樹子 

テーマ① 病いとともに生きる人の看護 

概要 病いとともに生きる 人の看護 治癒しない慢性の病いとともに生きる人の看護

について深く 考えます。目の前の人は患者ではないのです。 

対象等 高校生 

 

テーマ② 心のつぶやきを知って気持ちを楽にしよう！ 

概要 人間の感情を創る「心のつぶやき」を変えると、嫌な気持ちが少し楽になります。 

体験を通して学びましょう。 

対象等 高校生あるいは一般の方 

 

 

講師名 ：宇田 宗弘（健康運動指導士） 

テーマ① 健康の保時増進，生活習慣病の予防，介護・認知症予防のための身体運動・トレー

ニング 

概要 健康の保時増進，生活習慣病の予防，介護予防に有効な身体活動，運動トレーニン

グ，食事や睡眠などの生活習慣について解説するとともに，日常生活で行うことが

できる身体活動・運動トレーニングを実際に行います。 

対象等 高校生，一般の方 



 

 

テーマ② 健康運動相談（個別相談） 

概要 健康の保持増進，生活習慣病の予防，介護・認知症予防のために，生活・食習慣の改善

や運動トレーニングをしたいけど，何をしたらよいのかわからない，運動トレーニング

をしたいけど，忙しくて時間がないなど，生活・食習慣や運動トレーニングに関する相

談を承ります。生活・食習慣や日常生活で行うことができる運動トレーニングについて

ご提案いたします。 

対象等 一般の方、一人で運動をしたい方など（要予約） 

＊なおメタボリックシンドローム該当者やその予備群，何らかの疾患をお持ちの方

は，かかりつけ医による運動の許可を得てから予約をお取りくださるようお願いい

たします。 

＊また，かかりつけ医による運動の許可を得ていない場合は，運動トレーニングに

ついての提案を致しかねることもございますのでご了承ください。 

 

 

講師名 ：田中 真実 

テーマ 新型コロナウイルスとインフルエンザウイルスを知ろう 

概要 ・ウイルスの構造  

・ウイルスの感染、増殖  

・ワクチンについて  

・なぜ石鹸で洗うの？  

上記内容を、図および動画で分かりやすく解説します。 

 

対象等 高校生以上 

 



 

 

 

 

 

○申し込み方法 

ご希望の講座がありましたら、講師を派遣いたしますので、 

本学へ Eメール・FAX・ハガキなどでご連絡ください。 

（恐れ入りますが代表番号が混み合いますので、できるだけ上記 

の方法でご連絡頂ければ幸いです。） 

折り返し、当方からご連絡申し上げます。 

 

なお、お申し込みの際は、次頁の「申込書」をご利用頂くか、 

「申込書」の内容をご参考の上、ご連絡ください。 

 

○お申し込み・お問い合わせ先 

弘前学院大学 

〒036-8577 

青森県弘前市稔町１３－１ 

TEL ０１７２－３４－５２１１（代） 

FAX ０１７２－３２－８７６８ 

E-mail：koukai@hirogaku-u.ac.jp 

 

○講師の派遣について 

＊ご希望の講師・テーマ・日時・場所（会場）等をうかがった後、本学の「公開講座委員会」において、派

遣を正式に決定いたします。 

＊本学の行事日程などによって、ご希望に添えないこともあります。ご了承くださいますようお願い申し上

げます。 

＊講師料は無料です。講師の交通費も不要です。講座によって、一部実費がかかります（詳細は各講座の概

要をご覧ください）。 

 

 

 

 

 

 

 

３．申し込み方法 
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2024 年度 弘前学院大学公開講座申込書 

弘前学院大学 公開講座受付担当 行 

                    FAX 0172－32－8768 

○講師名 

 

○テーマ 

 

○第１希望の日時   

 

年   月   日（  ）   ：  ～  ： 

○第２希望の日時  

 

年   月   日（  ）   ：  ～  ： 

○場所（会場）              ○受講者数 

   

約    人 

 

 

 

 



 

 

■申込者（代表者） 

○お名前（ふりがな）  

 

○学校・会社・団体名  

 

○ご住所 

〒   ― 

○お電話           ○FAX 番号 

  

○E-mail 

 

※個人情報は、本学公開講座のご連絡以外には使用いたしません。 

 


